
BELCAでは、このたび第四回� BELCA賞の表彰物件(10物件)をはでの通り決定いたしました

のでお知らせいたしま

なお、表彰式試来る平成� 18年� 5月� 16日&<)16時:より、東京都中央fK日本橋蛎殻宵のロイヤルパークホ

テルにて開催いたします。

第 15回� B正LCA賞表彰物件

ロングライフ部門

ベストリフォーム部門� 

• 
(物件名qn玉ト務総)� 
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者ですO

本の科学i専物館、横浜市大倉山記会節、品111女子学館

聖路指笹i際病i莞1号館・トイスラーハウス、大和銀行虎ノ門ピル

ピーエス抹式会社オランジュリ、接浜赤レンガ倉庫

BELCA i賞は、連タ な維持保全を実施したり、優れた改修を実施した既存の建築物のうち、持 こ{泰秀j

2なものの関{系者をロングライフ、ベストリフォームの 部門により表彰し、もって良野な建築ストックの

形成に寄与することを目的に設けられた、我が国拐の既存建築物の総合的表彰制度です。 

EBELCA 3 15賞は王子或 年に錨設され、今回の表彰が 回 となりま

は的建築・設構維持保全推進協会会長より表彰状が贈られ、また建物問有者に対しては、文化

勲章受権者ー文化功労者の彫金作家帖佐美行長(故人)の手による賞牌が難民されます。

2表彰の韓類として、ロングライブ部門とベストリフォ…ム部門の 部門が設けられています。

ロングライフ部門は、建築物のロングライフを考慮した適切な設計のもとに建設され、長年にわたり適

30 14 20切な維持保全が実擁され、建築後 キ以上(第 固まで 年以上〉経過した建築物のうち特に優秀な

ものを表彰するものであり、ベストリフォ…ム部門誌最近改諺され、その改修により画期的な、活性化が間

1られ、改修後 年以上を経過した建築鞠のうち特に優秀なものを表彰するものです。

なお、受賞者はロングライフ部門については、建物所布者、設計者、施工者、維持管理者の践者であり、

ベストワフォーム部門については建物所有者、〈改憾に際しての〉設計者、(改修に際しての)施工者の三

また、過去の主な受賞物件と今削の表彰物件まで含めた受賞数は以下の通りです。

レロングライフ部門・・・世界平和記念聖堂、三井本語、臨部時計倍、間立車Ij場、日本生命日詑主主ピj

在日米国大使館大使公語、経団連会館、研予銀行本席、丸石ビルデイング

立教学院語翠徒礼拝堂、日語製粉株式会社鶴見工場工場本館

等 72~金持世界貿易センターピルデイング、三越本岩本館

ベストリフォーム部門・・・大!涯マーチャンダイズ・マートピル、南盗、霞ヶ関ピル、神戸蕗船ピル

横浜措報文化七ンタ…，横浜都高発展記念館 模浜ユーラシア文化館

。
。

ク

e

等 74物件

委員 内需 持哉 (東京大学名誉教授〉

副委員長 三井月号 〈芝浦工業大学工学部建設系建築学科教授)

副委民長 鎌田 元議 (東京大学大学院工学系研究斜教授)

上村 英露 (鞠きんでん取締投技争liJ本部長)

ク 碓氷 辰男 (東京建物附取締役技手話サービス部長〉


大越 佼男 (腕日本設計技椋頭間) 


野口 忠}務 〈鮒大林経 常務執行役員東京建築事業部翻事業部長)


畑本 忠幸 (日本管財(梼 ベストシステムズ推進本部長)

ク Llr閃 〈東洋熱工業側取締役技街統轄本部副本部長)

ク 龍男 (側 INA新建築研究所常務車締役技務管理本部長) 


説話 正雄  a毒水建設総執行設員設計本部長〉
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BELCA賞は、良好な建築ストック、つまり社会の中で生き生きと活用される建築の形成に寄与する

ことを目的に設けられた賞である O 周到な長期計画で安定した維持保全を継続しているものをロングライ

フ、巧みな改修によって建物を蘇生させたものをベストリフォームとし、二部門に分けて表彰している O

平成 3年から前固まで 14回、合わせて 136件の表彰件数に達するが、地球環境問題などを背景に、建築

物の長期利用の気運が高まり、 BELCA賞への関心は年々高まりつつある O

ロングライフ部門の応募要件は従来、新築後 120年以上」とされていたが、今回から 130年以上」に

延長された。これは、建築物の長寿化への認識が高まり、現存する建築物の平均寿命も延びているので、

より高度な物件を表彰しようとの判断によるものである O

また近年社会の変容に伴い、要求性能の変化が技術革新を進め、主要な外観や内装を保存するロングラ

イフ部門といえども、ベストリフォームに劣らぬ改造で、現代社会に必要な機能を獲得するものが多い。

この状況を捉え、第1]回の選考よりは、ロングライフとベストリフォームの区別にこだわらないで、合

計 10件以内を選ぶことになった。以来、第 14固までは偶然各部門 5件となっていたが、今回は、ロング

ライフ部門 4件、ベストリフォーム部門 6件を表彰することとなった。

今回のロングライフ部門の表彰は、事務所 2件、会議所 1件、そしてホテル l件となった。新築後 70

年を超える東京都心の事務所ピル、最近オーナーが代わり外観を復元する一方、機能を一新して生まれ変

わった都心の事務所、名古屋の経済界を代表する会議所、そして大阪の老舗ホテルである O ロングライフ

部門は、東京を中心とした大都市の受賞が多いが、今回も 3大都市の建築が受賞することとなった。いず

れも、関係者が不断の努力を続けてこられた成果で、いずれも風雪と共に様々なドラマを蓄えている O

ベストリフォーム部門では、博物館、図書館、大学、事務所、講堂などと幅広い用途の建築が選ばれた。

これらは、建設当初のままでは時代の変化に遅れるとして、設備・機能を一新するリフォームと共に、必

要な耐震補強に様々な工法が取り入れられているものが多い。また「コンパージョン」への関心が高い一

方で、用途変更のない建築が多いのも最近の特徴である O

本年もこれまで同様応募物件の半数は東京をはじめとする大都市の建築であり、新しい地域からの受賞

がなかった。従って、未だ、 BELCA賞の行き届かない県が 18県も残されている o 1良好な建築ストッ

ク」の見本が各地で手近に見られるためにも、一日も早く BELCA賞が総ての都道府県に行き渡ること

を期待したい。

今回表彰される物件が、我が国の優良な建築ストックの形成に寄与すること確信し、受賞物件の関係者

に対して深い敬意を表したい。 
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15鶴 BELCA賞ロングライフ部門は、今i現から応募条件が“竣工後初年以上を経j践したもの"に変更さ

れた。この変更に伴い、応募件数が激減するのではと危模していたが、減少はわずかに止まり、間年どおり霞

から、優れた維持援金会行い、現在でも有効に活用している物件の応募をいただいた。]次の番類審査を通過し

た建物に対し、 2次の.m地審査を行い、議正な審査の結果、残念ながら昨年より 1件減ったものの、以下の 4物

件が BELCA賞ロングライフ部門の表彰物件として選定された。

「市設会館 J(1929年竣工)は、態数コンペで選江れ、 1923年の関東大渓災産後に設計され、 1925ij:とに着工し

た建物である。十分な面t緩性が求められたことから、松社 2却 Oヌドを泊いた地盤改良が行なわれ、耐震壁を多吊

した鉄骨鉄筋コンクリ}ト透で建築され、 75年後の現在でも、ひび、割れが無く、不同沈下も見られない。本建物は、

近代ゴシック様式の重庄で俊英な外観を誇るが、アクセントとなっているテラコッタタイルの補修と外装のスク

ラッチタイルの撰修などに、特に賢労が感じられる。舟部は、議建時の務調ある雰i測気を議すよう、当時の仕上

げをできるだけ残す工夫をしている。設儀童話では、持代のニーズに合わせて追加されてきた各線設舗の更新時に、

外壁に設撲されていた各種費己管や屋外織などを撤去し、建設さ当時の外観に後元するとともに、会館のシンボルで

ある時計のイメージ合損なわない形での最薪塑への更新、テナントピルとしての空調負荷対応、事務見守照度 750lx

への改良、充ケーブルの引き込みなどを行っている。テナントの会社数が増加するなど、管理蘭での苦労がI替え

ていると思われるが、 100~建築を呂指しての、長期保全計聞などが潟く評価された。

「ダヴインチ銀座(181)ッカー会館)J (1963年竣工)は、リッカ)ミシンヌド社ピルとして態設され、日本建築

学会賞受受賞している。その議所有者がダイエ一、現在の所有者と替わっている。ピルの正磁が西を向いている

ことから、間日を遮断し、しかも内部からの隣接を磁保する日的で、通常のサッシとは裂に、パルコニ…の外債ij

にグレーベンのガラスで覆われたアウタ…スキンがついており、現在でいう環境配議建築のダブルスキンの先窓

けとなった建物といえる。このバルコニ一部分に、冷房負舟増大に対処するための空調沼鼠外機が設官まされ、

設当初のスッキリとした外観を台無しにしていた立を、空謡設備の熱j頭集中ょにアハンドリングユニット方式から、

ピル矧マルチを用いた天井路蔽型ヒートポンプパッケージユニット方式への改修持に解損するとともに、地賠熱

調機器、各階空調機、さらには地籍受変電設備を屋上へ移し、貸家爾績を増やしている。また、耐震改修におい

ても、構造スリットの新設、壊の増し打ち補強ばかりでなく、柱、梁に対してハイブリッド補強工法を採用し、ツレー

ム全体の耐力と粘り強さを向上させ、外観を損なうことなく離主義性能を確保している。これらの改修および適切

な水fiilり設備の改修、さらにはアスベストの完全除去など、テナントピルとしての魅力を損なわない努力が評額

された。

「名言罵~商工会議既J (1967年竣工)は、名古屋での日米市長・会議所会頭会議開催を機に建て替えられた建物

である。 1961~かに製主主された特定街抵の基換を利用し、周辺環境との調和に配惑された 41 mの高層ピルとして

計嗣され、平面プランはセンターコア車式で、基準階の奥行 14.4 mのフレキシピリティに寓んだオフィス諮問を

持ち、バランスよく説寵された献撲壌により酎震安全性も高く、熱源負荷抵誠にも記長載されている。高効率な熱

線機器への更新、小区副総御も可誌な摂謂方式への変更、変電設備吏新、給排水管更新、 OA 電源、の新設な

ど、競存i 滅的で無理のない攻修を行っている。維持管理において、設備を活かしながら、雀エネルギ…も考癒した計i
所有者の維持管患部門安中心に、設計事務所、施工会社、管理会社が一体となって取り組んでおり、長期のテナ

ントが極めて多いことなどが高く評輔された。 

fリーガロイヤルホテルJは、今腐の表彰対象である 1965年竣工のウエストウイング、 1973年竣工のタワーウ

イングに加え、その後に建設されたその他の建物により構成されている。ロピ…、宴会場は建築家古旧五十八の

監修によるお本的な長統美を表現した構成をとっており、バ…ナ…ドリーチの着想を吉岡五十八により具現{とさ

れたリーチパーなどはホテルのシンボルとして火事iこ綾持保全が図られており、 40年以上経過しでもそのデザイ

ンの持つ脇力を 3たっていない。 ホテルの蕗力を失わせないための答案、レストランの模様替えを頬次行っている

のは当黙として、外壁タイルのネットバリア…工法による改修計画なè.~、安全面への配慮もなされている。また、

計閥的な給水管の交換や、省エネルギーに配癒し、 CO2排出離議を目指 
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第� 15附BELCA紫ベストリフォーム部門には、多数の応募があり、書類審査による� 1次選考から激戦となっ

さらにこの部門はりツオ}ムの概念がJAく、内容が多様で選考には苦議するところが多かった。建物の懸

り、� i今装も外観も一新されて、まるで新築建物と思えるものから、用途も変らず、内外装も発んど従前通りで、

しただけでは良く課全されている建物と思えるものまでさまざまなリブオームがある。

今回の表彰物件では、東京大学赤門総合研究報と新潟日報社ニュ…スセンターが‘新されたりフォ…ム却で、� 

18第四銀行設吉野支宿、闘立閥会罷書館国際子ども調書館及ぴ横浜郵船ピJレは主用途の変更はあるものの建物と

しては保全型で、一橋大学兼松講堂は主用途変えのない保全却である。もちろん保全霊といっても現代の寵い手

が快進と思うレベルまで検討を重ねて忠実な手を加えることは容易なことではなく、宮れたリブオームであるこ

とには違いない。� 

11臼第密銀行性古町文語J (1927年竣二仁、� 2004年改修)は都市言t画道路の整備のため除去怒れることになっ

築を、市誌の熱心な保存運動が契識となって新譜前が移築f呆存した建物である。移築に際し、外装の石材や内装

の造作材を世襲やす法も従前適りそっくり移築されている。天井や樫上部の漆喰やお轡彫刻も切離して運び、下

地の耐火処理の上、もとの位援に正確に取り付けられ、風i詮議やカウンターなど非耐力壁の一部は、仕上の大理

をコンクリ}トと一体のまま切りとって移し、握元している。なお外装のお材は仕上材で、内外遊材の聞に新

たな欝遺体となる現場打ちの鉄筋コンクソートが形成されている。このような忠実性を踏まえた復元の工夫と努

力が建築の文化財。としての領値そ尚めており評髄されるものである。

「国立原会態勢鎖国際子ども協議長官J (1906年� I期、� 1929年2鶏竣二L 2002年改修)は旧帝毘図書鵡として久

習正造らによって設計された口学翠の東翼が着工されて実現したが残りは中断されていたc そして戦説、増築が

断念された建築であり、今聞の改修にあたって、ルネッサンス様式といわれる創鶏当符のデザイン会内外装とも

極力保存することを議議に、新しい菌欝ミ子ども閲書錯にJfJ途変えしたものであるの床や家具に空調合仕込むとか、

内灘還りの床や中践の増築部の外壌に道明ガラスを利用して童IJ建当時のデザインを保存して見せるための工夫が

嫌らされている。また地下時に投入されたレトロフィット免震工法によって上部本体を効然的に保存するな

史的建造物の繊績を保つリフォームとして優れている。� 

f東京大学芸ぷ丹総合研究棟J(1965年竣工、� 2003年改修)は竣工芸寺は特捜のない平jもな建物であったが、東京大

学のシンボルである赤門に綴も近く、ネオゴシック様式といわれる関書館や箆学部本館に近いという立地を配嘉

して、今回耐震補強の議会を捉えて北鱒銀若手放水側のファサ…ドの意霞を3意識した混代的手法のデザインで改修

した優れたリブオ}ムである。また南側の樹麓補強も閥角のスチール枠を校梁の躯体の内側に接翁工法で、翫め込

むデザインも擾れている。内部は既存の雑壁を撤去してツレキシぜリテイの高い大きな空間を確保し、可動間仕

切を用いて諦究ささや会議室、あるいは-lfミナールきさを創りだしているが、これらは将来の可変性も示唆するもの

であり、教習槍研究棟として議切なリフォームである。

[新潟日卒~社ニュースセンタ-.1 (1 992 主計変工、 2004 年改修)は新築後間もない~Il縦工場棟を、施設拡充のため
社内のさまざまな協議を議ねて、編集・製作局を中心とするオフィス業務そ行うニュースセンタ…に変身させた

ものである。外観も新しい印刷センターと調和するよう議上踏の� 4階の外擦を患に、� 3階以下を白とするツート

ンの引締まった一体的な装いとなっている。苦労して実現した蔀の印刷工場に愛着をもっ社の人々が、取り壊し

撤去を選択せず、苦労の多いリツオームを選ばれたと開いているが、そうした建物は今後も大切に寵われるであ

ろう� O 

f…犠大学兼詮議堂J(1927年竣工、� 20例年改惨)は伊東d忠太の設計によるロマネスク犠式の建築で、大学のシ

ンボjしである� 今回の改修は、ほ培80年若葉りに同窓生の寄付による資金によってリニューアルが実現したG 累設O

デザイン、内外部の投上を大切にしながら、座席の幅を広げ、空調、照明、奇警察の質をあげるなど補修工事によっ

てa快適な空間に整備・保全したりブオ}ムである。現校は始んど毎日学技連が活思する空間に変った。外壁のス

クラッチタイルやテラコッタの欠損者15の補充も忠実な復元をめざして部品をつくり、成功している O 

f横浜[~l紛t: Jレ J (1936年竣工、� 2003年改修)は議誤の近代化文化遺産といわれる態築が集中している地誌にあ

り、保存的� 1)フォームである。特に外観は� 16本のコリント式の列柱を有する堂々たるもので、この格欝を保全す

るようアルミサッシ� 
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